
 

 

 
 

                   

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5８回 中国・四国地区 

高等学校ＰＴＡ連合会大会香川大会 

「発信！PTAとふるさとのソコヂカラ」～空と海 オリーブのくにから～ 

坂出第一高等学校 

植物科料理研究部 

平成 28年 7月 15日(金) 

レクザムホール 

大ホール 

第 58 回 中国・四国地区高等学校

ＰＴＡ連合会大会香川大会が開催

されました。 

この大会は「高等学校教育の振興、

高校生の健全育成及び高等学校

PTA 活動の推進等に関する重要課

題について協議する」との趣旨のも

と開催されました。本校からは、小

林校長と副会長２名が参加させて

いただきました。 

宮本亜門氏の講演、代表校の研究協

議、そして、高校生による素晴らし

いパフォーマンスが行われました。 

 

 

 

≪講演≫ 

演題「違うから面白い、違わないから素晴らしい」講師 演出家 宮本 亜門氏（写真右上） 

≪後記≫ 

大会に参加させていただき、今後の PTA 活動についても先生方とご一緒に明るくサポートできる活動を行って

いきたいと思いました。貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。 

香川県立高松商業高等学校 

書道部 

香川県立琴平高等学校 

なぎなた部 

宮本氏ご自身の幼少期の辛い体験のお話がありました。そして、引きこもりとなってから今に至るまで

の心の葛藤があって思う、人生観、価値観についての講演でした。 

① 他人と違うから「変」ではなくて、「素晴らしい個性」 

② 「～のせいでこうなった」のではなく、「～のおかげでこうなれた」と。 

プラス思考であり受け身でもある、感謝を込めた受け止め方ができると、豊かな人生観に恵まれる、と。 

 

≪研究協議≫ 

３校の PTAの活動報告がありました。地域とのふれあい、進路指導について現場でのサポート、震災

被災地へのボランティア活動の取り組みと、我が校のPTA活動に取り入れてみたいと思う発表でした。 

 

≪高校生による発表≫ 

どの学校も、会場を圧倒する素晴らしいパフォーマンスでした。 

同じ世代の子供を持つ保護者として、こんなにも堂々と日頃の取り組みを発表できる姿は本当に素晴ら

しく、頼もしく感じました。 


